
 本研究は、さらなる低NOX化や高効率化が期待できる、ガソリンエンジンでの超希薄燃焼の実現を目指す。    
  そこで本研究では、超希薄化にともなうサイクル変動や失火などの燃焼不安定性を抑制するために，燃焼
特性に優れた水素，EGRガスである二酸化炭素，および酸素濃度に着目した混合気組成の制御による火炎
伝播安定化技術の開発を目的とする。 
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研究開発項目1 
「初期火炎形成の安定化技術」 

燃焼速度SLl： 
SLl = (rb/ru) drf /dt 
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革新的要素技術 「革新的燃焼技術」 

[f=0.5 （λ=2.0）以下,SL0= 25~50 cm/s程度] 
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研究開発項目２ 
「乱流燃焼時の火炎伝播の安定化技術」 
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(1) 水素などの効果も検討し、水素&二酸化炭素添加および酸素富化が 
  超希薄(f≦0.5)での燃焼改善に与える影響を明らかする。 
(2) さらにルイス数やマークスタイン数などの支配因子の影響も明らかにし、 
  組成制御による超希薄燃焼の火炎伝播安定化モデルを提案する。 
(3) 実機を想定しガス流動、圧力などの影響を明らかにし、実機に適応可能
な火炎伝播安定化技術＆モデルを提案する。 さらに、提案するモデルの
Broken Reaction Zoneへの適応可能性についても検討する。 

(1) f=0.5で、C3H8(or CH4)－O2－N2－CO2混合気でN2& 
CO2モル分率と層流燃焼速度SL0と可燃範囲の関係を概
ね明らかにできた。 

(2) f=0.5、同一SL0では、CO2添加量を増大させることによ
り、火炎半径が5mm以下の微小火炎の火炎伝播特性、
乱流燃焼速度特性＆局所燃焼速度特性を改善できるこ
とを明らかにした。 

(3) 局所燃焼速度特性として換算局所火炎変位速度SFを基
準値とすることにより、 f=0.5の超希薄燃焼でも概ね乱流
燃焼速度を予測できる可能性があることを明らかにした。 

(4) 今後、化学反応特性時間などの影響を検討する必要が
あるが、超希薄炭化水素混合気でも、ルイス数やマーク
スタイン数が重要な燃焼速度特性の支配因子であること
を明らかにした。 

1. CO2添加による火炎伝播安定化の効果  
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「組成制御による超希薄燃焼の火炎伝播安定化技術の開発」 

項目1 「初期火炎形成の安定化技術」 

f=0.5で、N2&CO2モル分率と 
層流燃焼速度SL0（可燃範囲） 

との関係 
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項目2 「乱流燃焼時の火炎伝播の安定化技術」 
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提案する乱流燃焼速度モデル式 

無次元乱流燃焼速度ST/SL0と相対乱れ強度u’/SL0との関係 

   (C3H8－O2－N2－CO2, f=0.5, SL0=25cm/s: 曲線: 予測値) 

2. 燃料の差異の影響（燃料の拡散速度の影響） 
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3. ルイス数Leの影響（ガソリンを想定した高Le&同等Le） 
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C3H8 (CH4)－O2－He－CO2混合気, f=0.5 
4. 成果のまとめ 
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